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安
倍
晋
三
元
総
理
の
国
葬
が
9
月
27
日(

火)

と
閣
議
決
定
さ
れ
た
。戦
後
、

総
理
大
臣
経
験
者
で
国
葬
と
な
っ
た
の
は
55
年
前
の
吉
田
茂
氏
だ
け
で
、
近

年
は「
国
民
葬
」や「
内
閣
・
自
民
党
合
同
葬
」が
一
般
的
だ
▼
コ
ロ
ナ
感
染
が

拡
大
す
る
中
、国
内
外
か
ら
6
0
0
0
人
を
招
き
、2
億
円
ほ
ど
の
国
費
を
掛

け
て
国
葬
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
明
確
な
基
準
が
な
い
ま
ま
銃
撃
事
件
か
ら

僅
か
6
日
後
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
。実
際
に
各
種
世
論

調
査
で
も
反
対
の
声
が
多
い
▼
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
も
取
沙
汰
さ
れ
、
モ

リ
・
カ
ケ
問
題
や
桜
を
見
る
会
の
真
相
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
ま
ま
で
、
国

葬
は
あ
り
得
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　      (

C
・
M
）

ナ
ラ
枯
れ
を
考
え
る

平
田
い
く
よ(

ネ
ッ
ト
青
葉
/
横
浜
市
議
）

   地域のうごき
   地域のうごき

青葉青葉

就
労
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト

土
山
由
美
子(

ネ
ッ
ト
伊
勢
原
/
市
議
）

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

■第６回運営委員会：８/25（木）
■サマースクール「温暖化対策を地域から進
めるために政治にできること」オンライン学習
会：8/26（金）

　
早
野
聖
地
公
園(

川
崎
市
麻
生

区)

で「
ナ
ラ
枯
れ
」を
考
え
る
三
回

目
の
青
空
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。早
野
聖
地
公
園
里
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
泉
さ
ん
、
加
藤
さ

ん
に
レ
ク
チ
ャ
ー
い
た
だ
き
、
参
加

者
は
10
人
で
し
た
。

 

　
早
野
聖
地
公
園
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、里
山
再
生
・
炭
焼
き
・
農
業
体

験
・
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
活
動
方

針
で
、
23
年
活
動
し
て
い
ま
す
。早
野

聖
地
公
園
内
で
ナ
ラ
枯
れ
が
初
め
て

発
見
さ
れ
た
の
は
、2
0
2
0
年
8
月

22
日
。 枝
打
ち
を
実
施
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
で
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。 

急
傾
斜
地
で
巨
木
を
安
全
に
伐
採
す

る
に
は
、綿
密
な
計
画
と
15
人
も
の
人

手
が
必
要
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
横
浜
市
の
公
園
・
樹
林
地
で
ナ
ラ

枯
れ
が
最
初
に
発
見
さ
れ
た
の
は 

2
0
1
9
年
で
60
本
。続
い
て 

2
0
2
0

年
約 

3
0
0
0 

本
、
2
0
2
1 

年
約 

3
4
0
0
本
。ナ
ラ
枯
れ
を
含
む
公
園

維
持
管
理
費
は
、
32
億
2
8
3
万
円

(

昨
年
比
6
3
4
5
万
円
増)

の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
横
浜
市

の
担
当
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ナ

ラ
枯
れ
対
策
の
費
用
詳
細
を
分
け
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ナ

ラ
枯
れ
の
調
査
も
行
わ
れ
ず
、こ
れ
ま

で
の
費
用
の
検
証
も
で
き
ず
、
今
後

の
見
通
し
も
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ま

た
、
市
の
公
園
・
樹
林
地
で
は
点
在

し
た
被
害
で
面
で
の
被
害
が
出
て
い

な
い
た
め
、
現
在
は
植
林
ま
で
は
手

が
回
っ
て
お
ら
ず
、
公
園
等
の
利
用

者
や
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
を
第
一

に
、園
路
や
広
場
沿
い
、住
宅
地
や
道

路
に
接
す
る
外
周
部
を
優
先
し
て
伐

採
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

　
早
野
聖
地
公
園
で
は
ナ
ラ
枯
れ
に

対
し
て
、焼
却
・
炭
焼
き
、木
酢
液
散

布
、炭
に
で
き
な
い
木
を
埋
め
る
こ
と

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。ナ
ラ
枯
れ
し

た
木
と
そ
う
で
な
い
木
で
、炭
に
な
っ

た
時
の
質
の
差
は
特
に
感
じ
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。こ
の
炭
は
、

二
ヶ
領
用
水
の
水
質
浄
化
、麻
生
区
役

所
の
ト
イ
レ
の
脱
臭
に
活
用
さ
れ
、川

崎
市
の
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

大
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　 

気
候
危
機
が
待
っ
た
な
し
の
今
、

化
石
燃
料
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
大
き
な
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、木
と
私
た
ち
の
付
き
合
い
方
も

考
え
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。川
崎
市

な
ど
他
自
治
体
の
対
策
や
市
民
の
活

動
を
参
考
に
、で
き
る
こ
と
か
ら
取
組

む
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
に
施
行
さ
れ
た
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
で
伊
勢

原
市
で
は
、必
須
事
業
の
自
立
相
談

支
援
事
業
や
住
居
確
保
給
付
支
援

事
業
の
他
、
子
ど
も
の
学
習
支
援

事
業
に
も
着
手
し
た
も
の
の
、就
労

準
備
支
援
事
業
は
未
着
手
の
ま
ま

で
し
た
。そ
の
間
、
全
国
的
に
は
働

き
た
く
て
も
働
け
な
い
若
者
が
増

え
続
け
、
2
0
1
8
年
度
内
閣
府

調
査
で
は
、
推
計
値
で 

54
万
1
千

人
、
就
労
困
難
な
中
高
年
は
そ
れ

を
上
回
る
61
万
3
千
人
で
す
。伊

勢
原
市
で
も
推
計
値
で
5
0
0
人

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

就
労
支
援
は
全
て
の
世
代
で 

必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
伊
勢
原
市
の
就
労
準
備
支
援
事

業
は
、5
月
か
ら
事
業
開
始
に
な
り

ま
し
た
。就
労
支
援
員
と
し
て
、
社

会
福
祉
主
事
や
社
会
福
祉
事
業
に

2
年
以
上
従
事
し
た
者
、精
神
保
健

福
祉
士
・ 

臨
床
心
理
士
等
の
い
ず
れ

か
の
資
格
者
の
配
置
を
委
託
業
務
の

中
に
定
め
て
い
ま
す
。対
象
者
は
週

3
回
午
前
中
通
所
に
よ
り
「
日
常
生

活
の
自
立
」「
社
会
生
活
の
自
立
」「
就

労
に
関
す
る
自
立
」
に
つ
い
て
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
す
で
に
2

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 今
後
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
対
象
者

以
外
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
聞
い
た
と
こ

ろ
就
労
準
備
支
援
事
業
を
更
に
推
進

す
る
こ
と
で
、
8
0
5
0
問
題
等
働

き
た
く
て
も
働
け
な
い
と
さ
れ
る
人

等
も
含
め
、
就
労
支
援
を
推
進
し
て

い
く
」と
の
こ
と
で
、支
援
対
象
を
広

く
想
定
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
ま

す
。様
々
な
広
報
媒
体
の
活
用
や
市

役
所
内
の
関
係
部
署
と
の
連
携
に
よ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を
就
労
準

備
支
援
事
業
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

厚
木
基
地
の
騒
音
区
域
見
直
し
を

　
藤
沢
市
に
申
し
入
れ

植
木
裕
子(

ネ
ッ
ト
藤
沢
）

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
既
成
同
盟

と
第
5
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟

団
、
弁
護
団
で「
厚
木
基
地
に
係
わ

る
周
辺
対
策
区
域
指
定
の
見
直
し

に
つ
い
て
」の
申
し
入
れ
を
谷
津
え

み
市
議
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
行

い
ま
し
た
。

　
国
は
2
0
1
8
年
に
主
要
艦
載

機
が
岩
国
基
地
に
移
駐
し
た
の
で
、

厚
木
基
地
周
辺
は
騒
音
が
少
な
く

な
っ
た
と
の
判
断
で
生
活
環
境
に

基
づ
く
周
辺
対
策
区
域(

第
1
種
か

第
3
種
区
域) 

の
見
直
し
を
す
る
、

と
い
う
方
針
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
「
岩
国
移
駐
後
の

厚
木
基
地
の
使
わ
れ
方
に
よ
り
オ

ス
プ
レ
イ
の
飛
来
が
頻
繁
に
な
る

こ
と
。ま
た
、
国
の
騒
音
評
価
方
法

を
使
用
す
る
な
ら
ば
、
現
代
に
即
し

た
新
た
な
評
価
方
法
で
行
う
べ
き

で
あ
り
、
関
係
自
治
体
か
ら
は
見
直

し
は
今
す
べ
き
で
は
な
い
」 

と
い
う

こ
と
を
強
く
国
に
訴
え
て
欲
し
い

と
い
う
趣
旨
の
申
し
入
れ
を
し
ま

し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
藤
沢
市
は
防

災
安
全
部
危
機
管
理
課
の
4
人
の

職
員
が
対
応
し「
岩
国
移
駐
で
艦
載

機
が
飛
来
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。住
宅
防
音
工
事

が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
地
域
も

あ
り
、
縮
小
が
心
配
さ
れ
る
の
で
申

し
入
れ
の
意
図
は
良
く
理
解
す
る
」

と
の
前
向
き
な
回
答
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
対
策
区
域
の
見
直
し
が

提
出
さ
れ
る
際
に
は
、国
が 

責
任
を

持
っ
て
説
明
す
る
べ
き
と
、
国
に
要

望
し
た
そ
う
で
す
。 

他
市
は
お
お
む

ね
国
の
意
向
に
沿
う
形
で
進
む
姿

勢
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
藤
沢
市
は

国
に
し
っ
か
り
対
峙
す
る
姿
勢
が 

見
え
ま
し
た
。今
後
も
こ
の
問
題
に

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　神奈川ネットは、自治体議員の政務活動費の市民公開を行っています。2020
年度と2021年度は新型コロナウイルスの感染拡大により、各地域で議会報告
会を兼ねた市民公開としました。今年度は、2年ぶりに神奈川ネット全体で市民
公開を実施しました。自治体議員の政務活動費がどう使われているかについて
は、2016 年の富山県議会の政務活動費不正使用問題や国会議員に月額 100
万円支給される「調査研究広報滞在費」（旧文書交通滞在費）の見直し等をめぐ
り、市民の関心は高まっています。

　政務活動費の収支報告書は多くの地方議会
で公表されていますが、実際に会計帳簿と領収
書・調査研究報告書を手に取って確認すること
で、使途の透明性をより担保できます。政務活動
費を活用して、まちづくりのために政策や制度を
提案していく議員の役割が十分に果たされてい
るのか検証し、活動につなげます。　　

政務活動費の情報公開で
　　　　　議員の活動の質を上げる

くにかね久子 (大和市民会議 /市議）

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

県議会県議会県議会

　2022年 4月1日から「プラスチックに
係る資源循環の促進等に関する法律」が
施行されました。製品の設計から廃棄物
の処理まで、プラスチックの流通全てにお
ける資源循環等の取組みを促進するため
の法律です。
　今議会、プラスチックの適正な処理
を進めるために「神奈川県廃棄物の不
適正処理の防止等に関する条例」改め
「神奈川県資源の循環的な利用等の推
進、廃棄物の不適正処理の防止等に関
する条例」と、名称も変わることになっ
た条例改正が行われました。国のプラ
スチック資源循環推進法に合わせて、
容器リサイクル法以外のプラごみも資
源として活用していくための改正となっ
ています。
　利用せざるを得ないプラスチックは
今の生活の中にもあり、それらの資源
循環は必要ですが、まずはプラごみの
発生抑制を進めるべきと考えます。そ
もそも、ごみの処理計画は市町村で策
定されるため、県として減量なり資源化

持続可能な社会に向けて
   地域のうごき
   地域のうごき

藤沢藤沢

   地域のうごき
   地域のうごき
伊勢原伊勢原

について数値目標を持つことはできな
い現状があります。だからこそ、この条
例を使って、プラごみを減らす社会形成
の実現に向け、広域自治体としての役
割を果たすべき条例にすることが必要
です。
　ペットボトルなどワンウェイプラの水
平リサイクルを中心としたプラごみゼロ
アクションプランの見直しも今年度中
に行われます。条例策定後も、市民とと
もに、持続可能な社会に向けて、プラス
チックに頼らない生活様式を研究し、
提案を進めていきます。

7/10

7/21

7/28


